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【健診センター内視鏡検査医師の紹介】 

経口内視鏡（金曜日）   飯塚 文瑛  医師 

  東京女子医科大学 消化器病センター内科/炎症性腸疾患センター勤務 

  日本消化器内視鏡学会認定専門医・指導医/日本内科学会認定医・指導医/日本医師会認定産業医 

     日本消化器病学会認定医・指導医/日本炎症性腸疾患協会（CCFJ）副理事長/ナンフェス理事 

 

＊経口内視鏡検査機器  

        ◎システム：CV-２４０（オリンパス） 

    ◎スコープ：GIF-XP２４０(径７.７ｍｍ) 

          GIF-XQ２４０（径９.０ｍｍ） 

＊経口内視鏡検査のメリット 

①精度の高い診断ができる 

  病変によっては、色素法を使って粘膜の変化を鮮明にする事ができる 

 ②経口用スコープは観察面が広く、質の高い画像が得られる 

 ③すでにバリウム検査などで病変の可能性が指摘されている場合には、経口内視鏡で検査した方

が、より詳細な粘膜情報が得られ、生検部位の選択に有利である 

＊経口内視鏡検査のデメリット 

 ①スコープで舌根部が押されるため、嘔吐反射が起こりやすい 

 ②個人差はあるが、嘔吐反射が強く出る人には検査がつらく感じられる割合が多い 

 

 ＊注意事項                                        ＊検査費用                                      

・抗凝固剤は主治医の指示のもと４日前から中止する（＊）        (保険の割合により異なる）        

 ・前日の１９時以降は禁食とする                               ３割負担の場合： 約５０００円 ～          

 ・血圧、心臓、安定剤などは起床後すぐに内服する          （組織検査を追加して）約１００００円                      

（＊）薬剤の種類により、休薬期間は異なるので、お尋ねください（内視鏡学会規約による） 

 

 

ＭＲＩ・ＣＴ検査 ◎お問い合わせ受付電話番号         予約受付電話番号 

 月曜・金曜   （医療機関専用）０３－５９７４－７２０３  ０３－５９７４－７２０６ 

夜間１９時迄   月曜日～金曜日８：３０～１９：３０         月曜日～金曜日８：３０～１９：３０ 

延長しました      土曜日 ８：３０～１６：３０               土曜日 ８：００～１６：３０      

  
 


